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抄　　録　本研究では，舞踊における動機づけについて，スポーツの動機づけを測定する尺度として開発









Abstract The purpose of this study was to develop a scale measuring motivation in dance, based on the
Sport Motivation Scale (SMS). The Dance Motivation Scale (40 items) and the Dance Goal-Orientation Scale
(25 items) were applied to 217 dancers (2 males and 215 females). A factor analysis indicated that the dance
motivation scale had 7 subscales (know, accomplish, experience stimulation, external regulation, introjection,
identification, and amotvation). In terms of the goal-orientation, ego-orientation related positively to exter-
nal regulation, while task-orientation and communication-orientation mainly related to intrinsic motivation.
In addition, the results of our study showed a relationship between motivation of expression and task-ori-
entation and communication-orientation.





た 2，3）。Pelletier, et al.4）はこの自己決定理論に基
づき，スポーツ領域における動機づけを測定する尺
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Table 1 舞踊の動機づけ項目の確認的因子分析結果（標準化推定値）
























因子間相関 刺激 成就 知識 同一化 取り入れ 外的制御 非動機づけ
刺激 ― .76 .59 .57 .23 .29 －.06
成就 ― .89 .58 .11 .21 － 14
知識 ― .68 .33 .20 － 23
同一化 ― .52 .24 － 14






















（自我・外）発表会やコンテストで，自分だけが活躍し，他の集団のダンサーが活躍しないとき .85 －.02 －.10
（自我・内）練習や発表会で，自分以外の仲間が誰もうまく踊れないとき .84 －.12 －.01
（自我・内）所属する集団の仲間が失敗し，自分は失敗しなかったとき .79 －.19 .08
（自我・外）発表会やコンテストで，他の集団のダンサーが失敗し，自分は失敗しなかったとき .77 －.05 .09
（自我・外）発表会やコンテストで，他の集団の失敗によって自分が成功したとき .76 －.10 .04
（自我・内）所属する集団の仲間と比べて，自分だけが進歩していると感じたとき .73 .21 －.01
（自我・外）発表会やコンテストで，他の集団のダンサーよりも自分の出来ばえがよかったとき .68 .27 －.19
（自我・内）所属する集団の中で誰も自分と同じように踊れないとき .62 .00 .26
F2 関係志向性
（関係・内）自分と所属する集団の仲間がともに刺激しあい，よいダンスができたとき －.01 .82 .00
（関係・内）所属する集団の仲間と連携してよいダンスができたとき －.03 .80 .03
（関係・内）所属する集団の仲間との一体感を感じたとき －.08 .75 .12
（関係・外）鑑賞者との一体感を感じたとき －.03 .72 .10
（関係・外）鑑賞者がいることによって自分の力がより発揮されたとき .06 .69 .01
（関係・外）鑑賞者の良い反応によって，さらにうまく踊れたとき －.01 .67 －.06
（関係・外）鑑賞者に注目されていると感じたとき .40 .64 －.11
（関係・内）所属する集団の仲間のよい動きに刺激をうけたとき －.13 .60 －.05
F3 課題志向性
（課題）発表会やコンテストなどで成功しなくても，うまくなっていると感じたとき －.01 .05 .78
（課題）発表会やコンテストなどで成功しなくても，ベストをつくせたと感じたとき .00 .04 .71
（課題）鑑賞者の反応に関係なく，自分の世界に没頭したとき .19 －.12 .67
（課題）所属する集団の仲間より遅くても，少しずつうまくなっていると感じたとき －.13 .30 .50
因子間相関 F1 F2 F3
F1 ― －.02 .07
F2 －.02 ― .31
F3 .07 .31 ―
表現 刺激 成就 知識 同一化 取り入れ 外的制御 非動機づけ 自我志向性 課題志向性 関係志向性
表現 ― .72** .46** .55** .53** .11 .30* －.38** －.03 .39** .49**
刺激 ― .54** .49** .47** .21** .27** －.09 .06 .24** .35**
成就 ― .67** .36** .10 .11 －.13 .06 .25** .28**
知識 ― .51** .28** .17* －.21** .08 .27** .31**
同一化 ― .** .24** －.18* .01 .27** .31**
取り入れ ― .34** .08 .16* .15* .14*
外的制御 ― .02 .47** －.06 .06
非動機づけ ― .04 －.12 －.08
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